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山剛IIのつくる谷戸は、鑢晃!IIに向いた根元の太い谷から讀長い谷が回本も枝分
かれするという変わった形をしています．技谷戸は目立たす幹織も涵つていないた

め住尻以外には分かりづらいエリアになっています．

山鱒団地を始めとする大小さまさまな闘発と、枝谷戸や丘上に残る1B鄭砂麻
し¥tJ'f直な地形の中で艶み合う世界を磁るまち歩きは新IBの置性的な風景が入り
混じり、景観としてはむしろ謎めいた印象となりました．（約4.1km)
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ち真1、わさび沢の8を冑冑の●台から8鼻に貧0って員＆左肇が町
〇市風蠅腕員重してみると,e,qで這め已くされているかのよう．
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町田街遭は市民病院の先で大きく

カーブを描きます．暮盤目の中l1lJと木

曽住宅の間に分け入るようにわさひ沢
h ―-JIIの谷が貪い込んでいるからです．ゎ

ii, 
• さび沢の谷ぱ棗在、すっかり宅地化さ
れていますが、山蜻の谷と同じく幹線

がっていないため住民以外には縁

がく、市衛地の真ん中にありながら

小世界を形づくっているようにも感じ

られます．

珊在その中央をバイバス遵がオー
---畑~:舅し¥If
にU畑(}:)し バークロスしようと工事中です．闘

/ 螢ヽ見上げる庄宅地として翫澤囲

，，とう変わるか、鱗の中町や木●庄

も併せ歩きながら想像しました

（飽7.4km)
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害 4、fl!RUI直g衝を只下
ろT.藝い三慶で運めa
くされた一角は、歩いてだけ
でなく、上から見ても特費的

なになっていだ．

溢

呻和1111む中I如市細はIIUll形成ソーンのひとつ。町田でも最・
人 な曝垢なため他の回とは視点を変え、源りの大9」＼やその造り`

，通りのつながりなどに讐目し、IJ、1B念勧呻を東匹暉通
り ら西は中町の墓鑢目街まで初釈景観まち歩きとしました

¢鰈に歩いてみると雲の見込みとmり、「人（とそo:>111き）」と景
の闘慨で盛り上がり、「人が唇て初めて咸り立つ景鬱Jもあり得るの

ではという話にまで至りました．（約3.7km)
； 

嗣町田ルート園 1/10000

上鶴間本町紐四<

稔慾姦・:・::..窟液偽ミド



-
， 霞9翫m

翼9緬アパート：
一算ー・が遍う形 "' 富虞瀑u,

-~1111114)鸞み~,.,
．．．鯰露B戸公●： Miを分・化

. "' 
•'::: 

R 
叫Ii●

ヽ ，d
金森付近で大きく蛇行する算HIはその内側に幅広の題地を生み IIIJIB街道沿い
の台地と併せて.1111田では珍vi,¥「平らな」世界が広がっています．かつては卸と
台地の間の段丘沿いに縁が続さ、今でもその名鰻の録が散在しています．今回は起

伏豊かだったこれまでと舅なる「平らな」景観を巡りました．

平らな中の超氏 IB道筋が伝える街誼み、周囲と馴染んだ中小頬鑽の団地、臆II
沿いの1111l発と以前の河遵のIll罪など、これまでとは違った霰点からの話題が続出

しましe,(約7.邸 m)
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喜真2、町田膏道から
真っ●ぐ南へ鶴閾鯰区

を竃繭する日這訊幹
ii路に寸順されながら
今も鯛いている•その遍
沿い・""の魏異に一・
憚がぼっこりと預って
いた,/JltlJから見霜すと
いやでも罵世の麟を蛛

わえる
~ 

, ..』_,
う見方が面白いと盛り上がるな ~ 
と、その複タネに発震していく、~_,,,, 一 ―'"直直•

テーマに数多く気づかされたまち
写真3、大ヶ苔戸霰冑北に貫く田遍沿いの比生逗が虐かい
合った森いばかつての衝誓みを筍鴨とさせる．鬱かしさと

歩きとなりました．（約8.8km) 虹澪ら葬呻噂っと'J_~l岬で口っこ

.. -
fill 1•-.: I 1 C・ ， ―ヽヽ 詑~~



景観のタネ

くりぬさ歩きを始めた当初、メンバーは興味のおも

むくまま、てんでんばらばらに立ち止まっては各自好

き麗手に眺めたり書えたりしていました．ところが口

を重ねるうち、歩く中でふと旨で集まり器り合う蠣所

が出来るようになりました。お互いを知るにつれ、一弩

匹

にさまさまな見方から只てみたいと思えたのかもしれ

ません．メンバーが引きつけられるかのように集まる

楓子から伽いつしか「景観の引力」があるIIJ!liと叩び合

うようになりましだ．

まとめの段になり、そのようなII所たちを改めて月

●してみると「似ている」「正反対」「見た目は逼うけと

同璽では」なと置鉱：なり、璽毘してみた結裂こ四

らコ影沼る7".:)(I)「景鬱のタネ」です．
この「景観のタネJ鳥私だちを含め市民の多くが住む

地域の何気ない当たり前の属景がぽとんとで、他所か



ら訪れてさた人にわさわさ見てとは、ひいさ目にも言

いにくい潟所です．しかし、これらは私たちが令まさに

住んでいる市街地の中にあり、それだけに日尺暮らす

衛並みそのものの景観を良くしていこうとするとさ役

立つかもしれません。また、街なかの日帽の中にあるな

町〇市昂開嗣の霞上疇からJ11●したlll!Bl!!I方の立戸璽て庄も鳥マンション、人鳩属邸雌など
がじり広がり、その臼こうに多摩丘墨の一・として冑びaヽ ＆雰尺市属の多くが
住む、lll!B市の景鬱計璽でいう「住言い雌ゾーン」の属景の--でもある。<P16わさび沢）

ら、市民にとって暑近な、冑て加9のある纏所になりう

る可能性もあります濯年ちは、この「育てがいのある」

というイメー況戌景観の「タネ」と名付けることに

しました．

日尺●らすありふれた街並みを景観という観点から

見●してみようとするとさ、視点として興珠深いと共

感していただけるか、ごー読いただければ幸いで"g".

21 



その1

足元からの眺め
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丘臨地を歩いていると覺鳴らしの良凶暑所に際多く出合いますが、中でも立っている記wらe まで途切れなく
つながり、見ている膿1ilそのものに包まれているt:f'<J)ような一体患や足元から還景までの前機の立体感が叢立つ膿1i1.
がとても印象に積りました翠なる逼景ではなく、谷戸地形狐粽磯近感叫限られた視界がもたらす膿望は多摩丘陵

ならではの景観に思えます．

真鍋面からの：咎戸山の山●から真光轡Jllの8を晃譲9手入れのfj言屋いた斜面は下の母慶の醒、その先の庄宅辿島◎かいの
疇スカイラインまでつながり、見嚢している属景の中にeまれているような疇覧がり已 (POEI真光寺峠）
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山岬町tl'I祈lltlらの鵬め：さ地”‘，，ら山島以茸こ下る曇し1飯．瞬下に広がるまらに飛び込んでいくように●じられ~<P15 山嶋の臼）

◆斜面からの眺め

足元の近景、その先の中景、背景となる違景までがするするとつながり広がる大誂望は一体感と

立体感に溢れていました。

♦板遵からの眺め
新蘊でも18蘊でも、長い緬の上から正面の街皿みや谷戸山の縁を見下ろすとさ、これからその風
景の中に飛び込んでいくような感覚を感じました。

◆隙間からの眺め

高台では家Rの1111に小達や小公國への階段などが挟まっていることがあり、その狡い麒蘭から晃

える還景が見渡せない分、より広がりを懇じられて魅力的に思えることがありましだ．

紐立IJ/ヽ 公鬱入口の・層からの蒙め：麟聞中●にある1J遍へ
下りる轄如下に 8の出ヶ丘や纏繹台の住宅嬌が大きく広がって
いる．．鵞の裏さと先の凰景の広がりの,:flt匹象った
(P12バッチワークな世）
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その2

ゆらぎの味 ~ ..... "". 

干の社の置績心9らざ：讐IIた最辺鵬鯰n1"..r干
勤位lb譴奮冨台の公•から見讀'"·鷹園“あ零
り9え'f'.:jl靭舅灼讚わかて疋磯
戴舗いの慧碍＼口累慧、闘帽なり

合っている,(P1011/11盆

24 

年にある函塁凰憲匠の漣売住宅諭の慶機と壁：：

雙や洋瓦の夏績は、葺事からオレンジ素の範囲内

でまとめられているメンバー層ではこの色膨に

ついて、均一的直ゆらいでいて農いと、孵僅が分

m1Ut.1lっ1e.(P14鳥瓢の厖）

景観計画では繊じて、色形心●は播っているぽうが好ましいとする傾向を感口ますが、ビル街はともかく、郊外住

宅地にまで通じるでしょうか？ 私たちは、襴い切っていないが、かといってバラJGでもない微妙なバランスに惹か
れることがありました．その欅子を「ゆらき」として憲灘すると、街なかにいろいろな「ゆらぎ」があると気づきました。

ある風景が国一的でつまらないか、ゆらいでいて良いか、人によって感じ力が違うことも含め、興味深いテーマです．

●●雙の厘繍：小山町の鬱饗雙に憑らn匹具住宅捻．ー団に広がるg色
のについて、均ーに只える11af額9な色遭いや麟影によってゆら言を
・じると、メンIt~涛虹加➔vt屯 (POS 多摩糞遍り）
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四季の丘の遍0ゆら宮：尾横賃遭の北賣すぐ、ハ王子”育大沢の「四季の丘」住宅地iエリア中央霰ゆら宮 大，，苔戸の遭のゆら言：●闊の大ケ笞戸霰涵北に貫<IBi駆紐＼の風景．左右にゆらぐ遍に沿って艶絢もさ
ながら貫く鼈参遭のため、網劃的に韮んでいるは亨の家々がバラバラに見えた.(F'05多・撮愚り） まさまな喪膚を晃せる (P19●膚つ観）

◆色や形のゆらぎ

特に新興住宅地で、屋根や壁が似た色合いの中で少しすつ形が遍っていたり、似た形の中でいろい

ろな色がなっていると、全く均ーに播っている風景より味わいを感じることがありました．

◆道のゆらぎ

特に1B道由来の道では、晃通せるけれど一直隷ではなく、わすかにジグザグしながら伸びている遍
所があります滋沿いの圏匂も少しすつズレて建己蓋然l;:;Wvでいるよりも縞口遠患じます．

◆壁のゆらぎ

擁壁など道沿いに立ち上がった面がゆらし流這なりにでこぼこしながら綱いていると、ピタッと

播っているより柔らかみを感口ました．

山蜻の玉石縄量：山鯛町のとある

邸のJ:.憫籍蜘9馴 I遭硫に
玉石●置が鯛いていたゆらぐ遍

なりにカーテンのように出入りす

る纏墾9バ皇なりは曇らかみ芸感じ
させてくれる.(P16111●の谷）

25 



その3

小世界の深み
起伏の豊かな町田では、小さな谷戸や胃発から外れた漏厨が胃囲から切り離され市臀化の進んだ今の蜀韮みの中に

控自の雰囲気を保ったまま運め込まれていましたまち歩きでそのような遍所に出会える憲外性が棄しかったのはも

ちろんでしたが、くまなく均ーに広がる衛皿みに比べき段見えている街皿みの輩複に思わぬ/JI世界が遷んでいると蜘

その地域に霙行きや齋みが感じられ景観をより豊かなものにしているよう口Bえました。

..1::/JILlllllllJの押越（おっこし）にて：切通しが作る瓢函こうにまる口輝のような讚四＂双出っていこ鱗“坪初志纏切尾績越しにすぐ裏ま可訳た寮ていて、そ
れが切踵しを逼じて燦絡していたのだが、こうした鼻へのつながりば、上小山田のまちそのものを、・みや●行きのある・かなものに愚じさせている (POT小山1B鰤）

28 
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/JI山町の片所谷戸：IIJIB鷺週沿いの市鰤鯰と、 Ji.l:の多摩算通りの閾の重邸iに・かな贔が残り、その中
に自霊な棗の8戸びもれ鴨っている—歩足を踵み入れるとそこは讚世凡すぐ上に多摩奪逼り沿いの
ビルがあるとは分からない.(F'OS多・濃遍り）

大轡＆内：下/JI山田町にある大泉轡は /J、さな谷戸ひとつをまるごと占め、長い・道の先に●に

包まれた廊りがある．鶴鑽行急来す記前の這からは鴫凶刃屯い璽まりに、誼鳩の臭戴さを嶺く鴫じこ
(PO'T 1J1山田●）

マークスフリング：町田市最胄纏の憲籍に膿裟する大規鑽回地・外周を鼻・棟l'1111んだ中に醤・榛を配
し、 11霞層璽行の小世界が賓出さnていた..11!1辺地虞と区切られ饂性的な譴地を景鬱関にどう轡えるペ
きか、大いに纏菫iとなった (P19鶴IllっIO

◆街なかの谷戸

市街地の中に台ながらの谷戸とその録がぼっかりと濯んでいる遍所がありました

地に助けられ、中に入り込むと周囲の街並みが見えす、音ながらの谷戸の世界にふ

と迷い込んだように懇じられました◇

◆隠れ里

小さな谷戸にすっぼり埋まるように、あるいは通りから外れた丘の上に、人通りを避

けるかのように里の風景が隠れ広がっている爆所がありました．

◆懐かしい一角

市街地の中、建物から塀や垣磁 IJ¥涵具などがまとまって残り、かつての衛皿みを防

彿とさせる一角が令も縫持されている遍所がありました．

◆城塞型団地

大規模な団地で、外周を高層棟で11Dんで周囲と縁を切った上で内部に低・棟を広げ、

独自のデザインテーマを持たせた個性ある団地と出会いました景霞的にとう壱え

たらよいか、評価は分かれましこ

ターミ;-11,0-ドのレl-0統小鵞：
かつて国鉄と小田急の町田駅と結

び＂’け足渥り」と雰 nたターミ
ナル0ード．その一覺に纏かLA,¥●

体いた・極が纂まった、レ1-0
匹う繍小躊があった．人工的なI!!
”だけに、こうしたJ、世＂が層んで
いると、景鰤匂な量かさ't1JJじられ
る.<P17原町〇）

27 



その4 ~ 

つきあたりの妙

28 

丘廠地が大部分を占める町田では整然とした街区割りは少なく、道のつながりも複繕です．そのようなまちを景観を

者えながら歩いていると、ついつい歩く先の正面の風景に闘心が臼いてしまいます．そして、つさあたりの仔まいが今

歩いている通りの風景に大さく影響していると実感するとともに、まがった遍やまっすぐな遍の只えない先の風景が、

私ちの想像を広げ、歩みを需っていると気づきました

◆まがった遵の只えない先

まがった道では逮むにつれ正t11の景色が願ぐりに移り変わり、次Rと硝れてくる風

景に、つい歩みを誘われてしまいま.,._その最たるものが、きながらの谷戸地形の風

景．折れ曲がったり分岐したりしながら臭へ臭へといつまでも績く地形は、この先は

とうなっているのだろうと、いやおうなく惹かれてV,J;います．

◆まっすぐな道の見えない先

まっすぐに伸びる遵では晃える限り正面は空で先にある街皿みは見えす、それだけ

に先が置になります．特に幹織道路では、暑近な地讚を越えた先につながる這いまち

に思いを馳せてVcl:います．

●つきあたりの襴え

つさあたりが建物か縁か、その建物がどう向いているかといった遍いはつさあたる

その揚所そのものより、むしろ今歩いている通り全体の景観を決定づけているよう

に思えます．

鶴層のS字緬：八緬神社と靱
野神社の閾を上るS字箪躍
岸の縁で区切られた緬上

のまちと涵下のまちが、上り
下りするにつれ犠門に広がっ
て覺えてくる。平たいI!!界の
中にあるので、な日さら〇象
的だった (P19●鳩つ麟）
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